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「健康長寿社会の実現に向けた最先端技術を社会に提供する」

細胞分子工学研究部門のミッション

主要な研究開発技術

1. 核酸やタンパク質、糖鎖修飾等の各種生体オミクス情報の高度解析技術

2. がんなどに対する疾患マーカーの同定とその早期検出技術

3. 再生医療に重要な幹細胞操作や品質管理技術、それを応用した創薬支援デバイス作成技術

4. 新たな創薬モダリティと期待される天然化合物の探索と新規生産技術、機能性食品や機能性成分探索と評価技術

5. 細胞や臓器を操るバイオマテリアル開発

6. 個別化医療や創薬支援につながる大容量バイオデータベースとその利活用



常勤研究員63名
（2024/9/1現在）

臨海センター 2グループ, 研究員16名

最先端バイオ技術探求G
生合成遺伝子を用いた天然化
合物生産とスクリーニング

生物データサイエンスRG
AIやビッグデータを用いたマ
ルチモーダルデータ解析技術

つくばセンター 6グループ, 研究員47名

分子細胞マルチオミクスRG
糖タンパク質を含むマルチオミ
クス解析・利用技術

分子機能応用RG
細胞を制御する光応答性ポリ
マーや糖鎖の応用技術

ステムセルバイオテクノロ
ジーRG

幹細胞誘導や生体システムの生
体外再構築法

多細胞システム制御RG
幹細胞品質管理やシングルセル
糖鎖・遺伝子解析技術

食健康機能RG
食品成分等の天然化合物による
健康機能性評価技術

AIST-INDIA機能性資源連
携研究室

抗がん・抗老化メカニズムと機
能性成分評価技術開発

研究部門長
戸井基道

副研究部門長
中島信孝

首席研究員
ワダワレヌー・

夏目徹

総括研究主幹
中村史

細胞分子工学研究部門（臨海副都心センター）の概要
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副研究部門長
沓掛磨也子

連携
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最先端バイオ技術探求グループ
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最先端バイオ技術探求グループ
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最先端バイオ技術探求グループ
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生物データサイエンス研究グループ

ウエット研究とドライ研究のシナジー（独自の計測・産生法で得られたオミクス情報や治療モ

ダリティの理論計算・情報解析技術による高度化）により、創薬・診断・治療をブーストする技術を開発

Dry

Wet

創薬支援技術

遺伝子治療支援技術

診断技術

次世代ウイルスベクター開発

RNA修飾計測による高精度がん診断技術開発

隠れた創薬標的部位予測及びRNA標的
創薬技術開発

細胞状態制御技術

ネットワークダイナミクス解析による細胞状態制
御技術開発
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生物データサイエンス研究グループ
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生物データサイエンス研究グループ
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生物データサイエンス研究グループ
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生物データサイエンス研究グループ
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